
(57)【要約】

【課題】　絶縁型端子の使用中にプラグ内部への液体の

進入を防止し、電線の出火の事故を防止する防水型絶縁

端子の提供。

【解決手段】　絶縁層で端子本体後部を被覆し、その外

縁の末端に凸縁部を形成し、且つ該絶縁層のプラスチッ

ク材料を端子本体後部の穿孔に充填し、強固な結合を形

成し、該凸縁部をプラグ端子の内フレームを一体に射出

成形する時、内フレームの内縁に当接させて、水分が外

部より進入するのを防止する安全効果を形成する。

【選択図】　　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ラ グ 端 子 の 一 部 が 絶 縁 層 で 被 覆 さ れ 、 並 び に 被 覆 さ れ た 部 分 が 後 段 と さ れ 、 絶 縁 層 で
未 被 覆 の 露 出 部 が 前 部 と さ れ 、 プ ラ グ 端 子 後 部 に 穿 孔 が 設 け ら れ た 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い
て 、 プ ラ グ 端 子 の 端 子 本 体 の 後 部 を 被 覆 す る 絶 縁 層 が 延 伸 さ れ て 末 端 に 凸 縁 部 が 形 成 さ れ
、 且 つ 該 絶 縁 層 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 端 子 本 体 後 部 の 穿 孔 に 充 填 さ れ て 強 固 な 結 合 を 形 成
し 、 該 凸 縁 部 と プ ラ グ 端 子 の 内 フ レ ー ム が 一 体 射 出 成 形 さ れ る 時 、 凸 縁 部 が 内 フ レ ー ム の
内 縁 に 当 接 し 、 水 分 の 外 部 か ら の 進 入 を 形 成 し 、 安 全 性 に 符 合 す る こ と を 特 徴 と す る 、 防
水 型 絶 縁 端 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 端 子 本 体 の 絶 縁 層 で 被 覆 さ れ た 後 部 の 表 面 に
複 数 の 凹 紋 が 形 成 さ れ て 絶 縁 層 の 固 着 性 が 増 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 端 子 本 体 の 絶 縁 層 で 被 覆 さ れ た 後 部 の 上 表 面
と 下 表 面 の い ず れ に も 凹 紋 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 凸 縁 部 の 角 縁 が 円 角 状 と さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 凸 縁 部 の 角 縁 が 面 取 状 と さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に 係 り 、 特 に 、 絶 縁 型 端 子 の 使 用 中 に 、 液 体 の プ ラ グ 内
部 へ の 進 入 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 電 線 出 火 の 事 故 を 防 止 し 、 安 全 設 計 と さ れ た も の に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 日 常 生 活 と 工 業 に お い て 電 器 或 い は 電 気 用 具 を 使 用 す る 時 、 交 流 電 源 を 電 源 と し 、 プ ラ
グ を コ ン セ ン ト に 差 し 込 み 、 電 流 を 電 器 或 い は 電 気 用 具 に 伝 導 す る 。 プ ラ グ が 使 用 さ れ る
場 所 は 非 常 に 広 範 で あ り 、 湿 っ た 環 境 で も 電 器 設 備 は プ ラ グ を 使 用 し な け れ ば な ら ず 、 こ
の た め 水 分 子 が 端 子 外 縁 と プ ラ グ ケ ー ス の 挿 入 孔 内 縁 よ り し み こ む 。 プ ラ グ の 使 用 は 運 転
中 の 機 器 或 い は 操 作 中 の シ ス テ ム の 安 全 に 関 係 し 、 も し 水 分 の 進 入 に よ り 故 障 が 発 生 す る
と 、 危 険 を も た ら す 恐 れ が あ り 、 プ ラ グ 装 置 の 浪 費 だ け で な く 、 突 発 性 の 工 業 安 全 上 或 い
は 環 境 保 護 上 の 問 題 を 形 成 し う る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ゆ え に 、 防 水 は プ ラ グ 端 子 の 重 要 な 研 究 課 題 で あ る 。 こ れ に 対 し て 図 １ 、 及 び 図 ２ に 示
さ れ る よ う な プ ラ グ 端 子 が 提 供 さ れ て い る 。 そ れ は 、 端 子 本 体 １ の 外 縁 に 保 護 カ バ ー ２ が
設 け ら れ 、 該 保 護 カ バ ー ２ の 中 間 に 貫 通 部 ２ １ が 設 け ら れ 、 該 貫 通 部 ２ １ は 端 子 本 体 １ 形
状 に 対 応 す る よ う 形 成 さ 、 保 護 カ バ ー ２ が 端 子 本 体 １ に 套 設 さ れ て 、 そ れ が プ ラ グ ケ ー ス
に 成 形 さ れ 、 挿 入 孔 が 密 封 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 保 護 カ バ ー ２ は 以 下 の よ う な 問 題 を 有 し て い る 。
　 １ ． こ の よ う な 保 護 カ バ ー は 付 加 套 設 部 品 と さ れ 、 そ れ と 端 子 本 体 と の 結 合 は 、 付 加 套
設 の 状 態 と さ れ 、 こ れ に よ り そ の 生 産 コ ス ト は 比 較 的 高 く 、 別 に 型 を 製 作 し て こ の 保 護 カ
バ ー を 製 造 し な く て は な ら な い 。
　 ２ ． こ の よ う な 保 護 カ バ ー は 付 加 套 設 部 品 と さ れ 、 そ れ は 基 本 的 に 端 子 本 体 と は 分 離 し
て お り 、 密 着 性 が 不 良 で あ り 、 水 分 が そ の 接 合 部 間 よ り し み こ む 恐 れ が あ る 。
　 ３ ． こ の よ う な 保 護 カ バ ー は 密 着 性 が 不 良 で 、 位 置 決 め 性 が 欠 如 し 、 こ の た め 脱 落 現 象
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を 発 生 す る 恐 れ が あ り 、 端 子 と の 組 合 せ 後 、 後 続 工 程 の 圧 線 成 形 作 業 過 程 で 脱 落 し や す く
、 生 産 の 順 調 性 を 損 な っ た り 不 良 率 を 高 く す る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 従 来 の 技 術 の 構 造 の 不 完 全 な 部 分 に 対 し て 、 そ れ を 改 善 し た 一 種 の 防 水 型 絶 縁
端 子 を 提 供 す る 。 そ れ は 、 プ ラ グ 端 子 の 防 水 性 を 高 め 、 安 全 性 を 高 め る も の と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 考 案 は 、 プ ラ グ 端 子 の 一 部 が 絶 縁 層 で 被 覆 さ れ 、 並 び に 被 覆 さ れ た 部 分 が 後
段 と さ れ 、 絶 縁 層 で 未 被 覆 の 露 出 部 が 前 部 と さ れ 、 プ ラ グ 端 子 後 部 に 穿 孔 が 設 け ら れ た 防
水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 プ ラ グ 端 子 の 端 子 本 体 の 後 部 を 被 覆 す る 絶 縁 層 が 延 伸 さ れ て 末 端
に 凸 縁 部 が 形 成 さ れ 、 且 つ 該 絶 縁 層 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 端 子 本 体 後 部 の 穿 孔 に 充 填 さ れ
て 強 固 な 結 合 を 形 成 し 、 該 凸 縁 部 と プ ラ グ 端 子 の 内 フ レ ー ム が 一 体 射 出 成 形 さ れ る 時 、 凸
縁 部 が 内 フ レ ー ム の 内 縁 に 当 接 し 、 水 分 の 外 部 か ら の 進 入 を 形 成 し 、 安 全 性 に 符 合 す る こ
と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 端 子 本 体 の 絶 縁 層 で 被 覆
さ れ た 後 部 の 表 面 に 複 数 の 凹 紋 が 形 成 さ れ て 絶 縁 層 の 固 着 性 が 増 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
、 防 水 型 絶 縁 端 子 と し て い る 。
　 請 求 項 ３ の 考 案 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 端 子 本 体 の 絶 縁 層 で 被 覆
さ れ た 後 部 の 上 表 面 と 下 表 面 の い ず れ に も 凹 紋 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶
縁 端 子 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 凸 縁 部 の 角 縁 が 円 角 状 と
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 と し て い る 。
　 請 求 項 ５ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 防 水 型 絶 縁 端 子 に お い て 、 凸 縁 部 の 角 縁 が 面 取 状 と
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 防 水 型 絶 縁 端 子 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 以 下 の よ う な 効 果 を 有 し て い る 。
１ ． 本 考 案 の 絶 縁 層 は 、 端 子 本 体 と 結 合 さ れ 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 立 体 空 間 形 態 を 以 て 穿
孔 を 保 持 し 、 且 つ 進 入 式 或 い は 環 状 係 止 式 に 端 子 本 体 を 保 持 し て 結 合 し 、 絶 縁 層 の 断 裂 以
外 に 脱 出 さ せ る こ と が な く 、 安 全 で 、 強 固 な 結 合 を 形 成 す る 。
２ ． 本 考 案 の 絶 縁 層 の 外 縁 は 末 端 に 凸 縁 部 が 形 成 さ れ 、 該 凸 縁 部 が プ ラ グ 端 子 の 内 フ レ ー
ム と 一 体 に 射 出 成 形 さ れ る 時 、 内 フ レ ー ム の 内 縁 に 当 接 し て 水 分 の 外 部 か ら の 進 入 を 防 止
す る 安 全 効 果 を 達 成 す る 。
３ ． 本 考 案 は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 と 穿 孔 の 強 力 な 保 持 に よ り 絶 縁 層 が 立 体 空 間 形 態 を 以 て 端
子 本 体 と 結 合 さ れ 一 体 と さ れ 、 密 着 性 が 良 好 で 水 分 の 進 入 に 対 し て 綿 密 な 防 護 を 形 成 す る
。
４ ． 本 考 案 は 防 水 の 設 計 を 具 備 す る だ け で な く 、 自 身 が プ ラ グ 端 子 の 安 全 に 必 要 な 絶 縁 層
と さ れ 、 こ れ に よ り プ ラ グ 使 用 者 が 手 で プ ラ グ 端 子 の 後 段 部 に 接 触 し て も 、 本 考 案 に よ り
感 電 を 防 止 す る 安 全 防 護 効 果 が 得 ら れ る 。
５ ． 本 考 案 の 端 子 本 体 は 絶 縁 層 で 後 部 が 被 覆 さ れ 、 表 面 に 複 数 の 凹 紋 が 形 成 さ れ て 、 絶 縁
層 の 固 着 性 が 増 加 さ れ 、 並 び に 端 子 の 防 水 効 果 が 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 総 合 す る と 、 本 考 案 は 実 用 効 果 を 具 備 し 、 且 つ そ の 構 造 は そ の 出 願 前 に 頒 布 さ れ た 刊 行
物 に 記 載 が な く 、 ま た 公 開 さ れ て い な い た め 、 実 用 新 案 登 録 の 要 件 を 具 備 し て い る 。 な お
、 本 考 案 に 基 づ き な し う る 細 部 の 修 飾 或 い は 改 変 は 、 い ず れ も 本 考 案 の 請 求 範 囲 に 属 す る
も の と す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 考 案 は 、 プ ラ グ 端 子 の 一 部 を 絶 縁 層 で 被 覆 し 、 並 び に 該 一 部 を 後 部 と し 、 絶 縁 層 で 被
覆 さ れ て な い 露 出 部 を 前 部 と す る 。 ま た 、 プ ラ グ 端 子 の 後 部 に 穿 孔 を 設 け た 防 水 型 絶 縁 端
子 に お い て 、 該 絶 縁 層 の 外 縁 の 末 端 に 凸 縁 部 を 形 成 し 、 且 つ 該 絶 縁 層 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料
を 端 子 本 体 後 部 の 穿 孔 に 充 填 し 、 強 固 な 結 合 を 形 成 し 、 該 凸 縁 部 を プ ラ グ 端 子 の 内 フ レ ー
ム を 一 体 に 射 出 成 形 す る 時 、 内 フ レ ー ム の 内 縁 に 当 接 さ せ て 、 水 分 が 外 部 よ り 進 入 す る の
を 防 止 す る 安 全 効 果 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ を 参 照 さ れ た い （ 図 ４ は 端 子 が 配 列 さ れ て 未 切 断 の 状 態 で あ り 、 以 下 に 一 つ の ユ ニ
ッ ト プ ラ グ 端 子 に つ い て 説 明 を 行 な う ） 。 本 考 案 の 防 水 型 絶 縁 端 子 は 、 端 子 本 体 ３ と 絶 縁
層 ４ を 具 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 該 端 子 本 体 ３ の 絶 縁 層 ４ で 被 覆 さ れ る 前 の 状 態 に つ い て は 、 図 ３ を 参 照 さ れ た い （ 図 ３
は 端 子 が 配 列 さ れ て 未 切 断 状 態 で あ り 、 以 下 に 一 つ の ユ ニ ッ ト プ ラ グ 端 子 に つ い て 説 明 を
行 な う ） 。 絶 縁 層 ４ で 被 覆 し た 後 、 絶 縁 層 ４ で 被 覆 さ れ た 部 分 は 後 部 ３ １ と 画 定 し 、 絶 縁
層 ４ で 被 覆 さ れ て い な い 露 出 部 を 前 部 ３ ２ と 画 定 す る 。 端 子 本 体 ３ は 金 属 と さ れ 直 接 導 電
す る 。 こ れ に よ り 前 部 ３ ２ と ソ ケ ッ ト （ 電 源 ） が 接 触 し て 導 電 す る 。 特 に 、 本 考 案 で は 後
部 ３ １ に 穿 孔 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 該 絶 縁 層 ４ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 層 と さ れ 、 端 子 本 体 ３ の 後 部 ３ １ を 被 覆 し 、 安 全 絶 縁 表 面
を 形 成 し 、 且 つ そ の 外 縁 の 末 端 に 凸 縁 部 ４ １ が 形 成 さ れ る 。 図 ２ ８ 、 ２ ９ に 示 さ れ る よ う
に 、 該 端 子 本 体 を 被 覆 す る 絶 縁 層 ４ は 異 な る 角 縁 を 以 て 各 種 実 施 例 の 絶 縁 層 ４ Ａ 、 ４ Ｂ に
形 成 さ れ う る 。 該 凸 縁 部 ４ １ と 端 子 本 体 ３ の ケ ー ス が 一 体 射 出 成 形 さ れ る 時 、 該 凸 縁 部 ４
１ が 内 フ レ ー ム 内 縁 に 当 接 し 、 プ ラ グ ケ ー ス 内 部 に 防 水 の ス ト ッ パ 壁 効 果 を 具 備 さ せ る 。
ま た 、 特 に 、 本 考 案 の 端 子 本 体 ３ は 後 部 ３ １ に 穿 孔 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 絶 縁 層 ４ は 、 端 子 本 体 ３ 外 縁 を 被 覆 す る よ う に 射 出 成 形 さ れ て 形 成 さ れ る 。 一 体 射 出 成
形 時 に 、 溶 融 状 態 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 穿 孔 ３ ３ よ り 進 入 し 穿 孔 ３ ３ を 充 満 し 、 硬 化 後 に
、 絶 縁 層 ４ と 端 子 本 体 ３ が 穿 孔 ３ ３ に 充 填 さ れ た 絶 縁 層 ４ の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 に よ り 緊 密
に 結 合 さ れ る 。 そ の 組 合 せ 形 態 に つ い て は 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ 、 ６ に 示 さ れ る 本 考 案 の 実 施 例 に よ る と 、 端 子 本 体 ３ Ａ の 周 縁 に 凹 部 ３ ４ Ａ が 形 成
さ れ て 絶 縁 層 ４ Ａ の 補 填 と 組 み 合 わ さ れ る 。 こ の よ う な プ ラ グ 端 子 に 形 成 さ れ る 前 部 と 後
部 は 前 面 が 平 坦 と さ れ る 。 そ の 組 合 せ 形 態 は 図 １ １ と 図 １ ２ に 示 さ れ る と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ７ 、 ８ に 示 さ れ る 本 考 案 の 実 施 例 に よ る と 、 端 子 本 体 ３ Ｂ の 一 部 周 縁 に 凹 部 ３ ４ Ｂ が
形 成 さ れ て 絶 縁 層 ４ Ｂ の 補 填 と 組 み 合 わ さ れ る 。 こ の よ う な プ ラ グ 端 子 は 局 部 が 平 坦 と さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ ３ と 図 １ ４ は 本 考 案 を 二 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 そ の う ち 図 １ ３
は 本 考 案 が プ ラ グ ケ ー ス に 被 覆 さ れ る 前 の 状 態 で 、 先 ず 、 本 考 案 の 端 子 本 体 ３ が 絶 縁 層 ４
で 被 覆 さ れ 、 電 線 接 続 作 業 完 成 後 に 、 内 フ レ ー ム ５ に 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出
成 形 時 に 安 定 す る も の と さ れ 、 さ ら に そ の 外 部 に 射 出 成 形 に よ り プ ラ グ ケ ー ス ６ が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ５ と 図 １ ６ は 本 考 案 を 二 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 そ の う ち 図 １ ５
は 本 考 案 が プ ラ グ ケ ー ス に 被 覆 さ れ る 前 の 状 態 で 、 先 ず 、 本 考 案 の 端 子 本 体 ３ Ｂ （ こ の 端
子 本 体 は 一 部 周 縁 が 凹 部 を 呈 す る ） が 絶 縁 層 ４ Ｂ で 被 覆 さ れ 、 電 線 接 続 作 業 完 成 後 に 、 内
フ レ ー ム ５ Ｂ に 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出 成 形 時 に 安 定 す る も の と さ れ 、 さ ら に
そ の 外 部 に 射 出 成 形 に よ り プ ラ グ ケ ー ス ６ Ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 図 １ ７ と 図 １ ８ は 本 考 案 を 二 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 そ の う ち 図 １ ７
は 本 考 案 が プ ラ グ ケ ー ス に 被 覆 さ れ る 前 の 状 態 で 、 先 ず 、 本 考 案 の 端 子 本 体 ３ Ａ （ こ の 端
子 本 体 は 全 部 の 周 縁 が 凹 部 を 呈 す る ） が 絶 縁 層 ４ Ａ で 被 覆 さ れ 、 電 線 接 続 作 業 完 成 後 に 、
内 フ レ ー ム ５ Ａ に 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出 成 形 時 に 安 定 す る も の と さ れ 、 さ ら
に そ の 外 部 に 射 出 成 形 に よ り プ ラ グ ケ ー ス ６ Ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ ９ と 図 ２ ０ は 本 考 案 を 三 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 先 ず 、 本 考 案 の
端 子 本 体 ３ が 絶 縁 層 ４ で 被 覆 さ れ 、 電 線 接 続 作 業 完 成 後 に 、 内 フ レ ー ム ５ Ｃ に 組 み 付 け ら
れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出 成 形 時 に 安 定 す る も の と さ れ 、 さ ら に そ の 外 部 に 射 出 成 形 に よ り
図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に プ ラ グ ケ ー ス ６ Ｃ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ ２ と 図 ２ ３ は 本 考 案 を 三 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 先 ず 、 本 考 案 の
端 子 本 体 ３ Ｂ （ こ の 端 子 本 体 は 一 部 周 縁 が 凹 部 を 呈 す る ） が 絶 縁 層 ４ Ｂ で 被 覆 さ れ 、 電 線
接 続 作 業 完 成 後 に 、 内 フ レ ー ム ５ Ｄ に 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出 成 形 時 に 安 定 す
る も の と さ れ 、 さ ら に そ の 外 部 に 図 ２ ４ に 示 さ れ る よ う に 射 出 成 形 に よ り プ ラ グ ケ ー ス ６
Ｄ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ ５ と 図 ２ ６ は 本 考 案 を 三 極 端 子 の プ ラ グ に 運 用 し た 実 施 例 を 示 す 。 先 ず 、 本 考 案 の
端 子 本 体 ３ Ａ （ こ の 端 子 本 体 は 全 部 の 周 縁 が 凹 部 を 呈 す る ） が 絶 縁 層 ４ Ａ で 被 覆 さ れ 、 電
線 接 続 作 業 完 成 後 に 、 内 フ レ ー ム ５ Ｅ に 組 み 付 け ら れ 、 位 置 決 め に よ り 射 出 成 形 時 に 安 定
す る も の と さ れ 、 さ ら に そ の 外 部 に 図 ２ ７ に 示 さ れ る よ う に 射 出 成 形 に よ り プ ラ グ ケ ー ス
６ Ｅ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ ０ 、 図 ３ １ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 本 考 案 の 端 子 本 体 ３ Ｃ の 絶 縁 層 ４ Ｃ で 被 覆 さ れ
た 後 部 の 表 面 （ 上 表 面 、 下 表 面 或 い は 単 一 表 面 の い ず れ で も よ い ） に 、 複 数 の 凹 紋 ３ ５ が
形 成 さ れ 、 並 び に 図 ３ １ 、 図 ３ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 表 面 の 凹 紋 ３ ５ に よ り 、 絶 縁 層
４ Ｃ の 固 着 性 が 増 さ れ 、 並 び に 端 子 の 防 水 効 果 が 高 め ら れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 周 知 の 端 子 と 保 護 カ バ ー の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 周 知 の 端 子 と 保 護 カ バ ー の 組 合 せ 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 絶 縁 層 を 具 え た 配 列 形 状 の プ ラ グ 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 配 列 状 の プ ラ グ 端 子 本 体 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 絶 縁 層 を 具 え た 配 列 状 プ ラ グ 端 子 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 配 列 状 プ ラ グ 端 子 本 体 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 絶 縁 層 を 具 え た 配 列 状 プ ラ グ 端 子 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 配 列 状 プ ラ グ 端 子 本 体 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 端 子 と 絶 縁 層 の 組 合 せ 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 端 子 と 絶 縁 層 の 組 合 せ 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 端 子 と 絶 縁 層 の 組 合 せ 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 端 子 と 絶 縁 層 の 組 合 せ 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 考 案 の 二 極 端 子 の プ ラ グ の 半 製 品 表 示 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 考 案 の 二 極 端 子 の プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 二 極 端 子 の プ ラ グ の 半 製 品 表 示 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 二 極 端 子 の プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 二 極 端 子 の プ ラ グ 半 製 品 表 示 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 二 極 端 子 の プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 考 案 の 三 極 端 子 の プ ラ グ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 考 案 の 三 極 端 子 の プ ラ グ の 半 製 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 考 案 の 三 極 端 子 の プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ ２ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 三 極 端 子 プ ラ グ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 三 極 端 子 プ ラ グ の 半 製 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 考 案 の Ｂ 実 施 例 の 三 極 端 子 プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 三 極 端 子 の プ ラ グ 半 製 品 表 示 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 三 極 端 子 の プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 本 考 案 の Ａ 実 施 例 の 三 極 端 子 プ ラ グ の 完 成 品 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 本 考 案 の 絶 縁 層 で 端 子 本 体 平 面 を 被 覆 し た 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 本 考 案 の 絶 縁 層 で 端 子 本 体 平 面 を 被 覆 し た 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 本 考 案 の 端 子 本 体 の ま た 別 の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 本 考 案 の 端 子 本 体 を 絶 縁 層 で 被 覆 し た 平 面 断 面 図 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 図 ３ １ の Ａ 部 分 の 局 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ 　 端 子 本 体
２ 　 保 護 カ バ ー
２ １ 　 貫 通 部
３ 　 端 子 本 体
３ Ａ 　 端 子 本 体
３ Ｂ 　 端 子 本 体
３ Ｃ 　 端 子 本 体
３ １ 　 後 部
３ ２ 　 前 部
３ ３ 　 穿 孔
３ ４ Ａ 　 凹 部
３ ４ Ｂ 　 凹 部
３ ５ 　 凹 紋
４ 　 絶 縁 層
４ Ａ 　 絶 縁 層
４ Ｂ 　 絶 縁 層
４ Ｃ 　 絶 縁 層
５ 　 内 フ レ ー ム
５ Ａ 　 内 フ レ ー ム
５ Ｂ 　 内 フ レ ー ム
５ Ｃ 　 内 フ レ ー ム
５ Ｄ 　 内 フ レ ー ム
５ Ｅ 　 内 フ レ ー ム
６ 　 プ ラ グ ケ ー ス
６ Ａ 　 プ ラ グ ケ ー ス
６ Ｂ 　 プ ラ グ ケ ー ス
６ Ｃ 　 プ ラ グ ケ ー ス
６ Ｄ 　 プ ラ グ ケ ー ス
６ Ｅ 　 プ ラ グ ケ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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